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子
ど
も
用
自
転
車
、
テ
レ
ビ
に
人
気
。
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
。
譲
り
ま
す
’
と
提
供
さ
れ

た
も
の
を
、
希
望
さ
れ
る
人
に
紹
介
す
る
不
用

品
交
換
ひ
ろ
ぱ
を
今
月
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
も
の
に
再

び
命
を
与
え
よ
ｙ
ト
ト
市
で
は
。

貪
か
ら
省
資
源
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
「
不
用
品
交
換
」
の
仲

介
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
譲
り
た
い
」
「
譲
っ
て

ほ
し
い
」
品
物
を
市
へ
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
登
録
の
中
か
ら

希
望
者
に
市
が
商
品
の
持
主
を
紹

介
し
、
両
者
の
問
で
話
兄
・
つ
て

決
め
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

京滋バイパス

環境影響評価

８月９日・10日

準公聴会を開催

し
て
い
ま
す
。

な
お
'
ｎ
ｇ
＾
を
提
供
し
て
い
た

だ
か
な
く
て
も
希
望
だ
け
の
登
録

す
で
に
十
五
日
現
在
で
、
子
ど
も
で
き
ま
す
。

も
用
自
転
車
の
交
換
が
二
件
成
高
省
エ
ネ
ル
ギ
・
・
‐
・
省
資
源
へ
の

テ
レ
ビ
も
二
件
成
立
。
交
渉
中
が
取
り
組
み
が
全
国
的
に
す
す
め
ら

二
件
（
乾
燥
機
・
電
気
の
こ
ぎ
り
）
。
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
中
で

譲
り
た
い
と
い
う
登
録
が
十
五
件
、
も
ご
の
”
の
価
値
を
見
直
し
、

譲
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
登
録
が
三
む
だ
を
な
く
す
暮
ら
し
が
求
め
ら

十
二
件
と
し
だ
い
に
利
用
さ
れ
て
れ
て
い
ま
す
。

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
・
希
望
者
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
も
、
不
用

の
ほ
う
が
多
・
い
の
で
。
ど
ん
ど
ん
品
が
な
い
か
確
か
め
て
み
て
く
だ

提
供
し
て
く
だ
さ
る
人
を
お
待
ち
さ
い
。
そ
し
て
。
不
用
品
交
換
ひ

日
の
日
曜
日
、
午
後
か
ら
国
鉄
黄

粟
駅
前
で
第
二
回
の
青
空
市
民
相

談
を
開
き
ま
し
た
。

第
2
回
青
空
市
民
相
談

ど
建
設
関
係
や
年
金
、
国
保
、
老

こ
の
日
は
、
九
十
五
人
の
み
な
人
福
祉
、
合
成
洗
剤
、
通
学
路
に

さ
ん
か
ら
百
四
件
の
相
談
が
あ
り
つ
い
て
、
ま
た
こ
の
他
公
設
市
場

話対に心熱とちたんさ奥も役助両

排
水
路
・
道
路
な
ど

1
0
4
件
の
要
望

が
話

長市
対

の
設
置
や
市
役
所
支
所
の
開
設
な
く
り
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
市

ど
の
要
望
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
政
に
反
映
さ
Ｙ
住
民
参
加
の
ま

市
で
は
、
今
後
も
市
民
心
み
な
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

さ
ん
と
話
し
合
う
機
会
を
広
く
つ
に
し
て
い
ま
す
。

用作以く多も定丿血

ｊ
Ｊ

宇
治
市
で
は
、
京
滋
バ
イ
パ
ス

環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
に
基
づ

き
、
準
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ

・
８
月
９
日
出

槙
島
小
学
校
体
育
館

・
８
月
1
0
日
口

南
部
小
学
校
体
育
館

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

3
0
分
か
ら
始
め
ま
す
。

公
述
申
請
は

８
月
２
日
ま
で

意
見
を
陳
述
さ
れ
る
人
は
、
意

見
の
要
旨
を
次
の
要
領
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
う
ち
か
ら

市
長
が
公
平
、
適
正
に
公
述
人
を

ろ
ば
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

交
換
の
方
法

ｙ
期
間
・
：
1
2
月
2
7
日
ま
で
。

ｙ
対
象
品
…
再
利
用
の
価
値
の
あ

る
も
の
。
た
だ
し
、
修
理
の
必

要
な
も
の
や
故
障
し
た
も
の
。

衣
料
品
、
食
料
品
、
ペ
ッ
ト
類

な
ど
は
除
き
ま
す
。

ｙ
登
録
の
方
法
…
物
品
の
措
零
・

希
望
者
は
。
ハ
ガ
キ
か
電
話
。

’
こ
や
か
に
市
民
と
話
す
島
田
市
長

選
び
ま
す
。
ま
た
。
日
本
道
路
公

団
ぎ
公
述
人
に
指
定
し
ま
す
。

◇

マ
公
述
申
請
で
き
る
人
・
：
宇
治
市

民
お
よ
び
市
内
に
土
地
な
ど
に

利
害
関
係
の
あ
る
人

マ
公
述
の
申
し
出
…
８
月
２
日
出

正
午
ま
で
に
市
役
所
環
境
保
全

課
へ
添
付
の
所
定
の
用
紙
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
様
式
な
ど

ア
セ
ス
メ
ン
ト
案

意
見
書
に
対
す
る

見
解
書
縦
覧
中

く
わ
し
い
こ
と
は
、
環
境
保
全
京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
影
響
評
価

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
書
（
案
）
に
関
す
る
意
見
書
に
対
す

マ
意
見
の
範
囲
：
京
滋
バ
イ
パ
ス
る
「
見
解
書
」
は
八
月
一
日
§
≪

環
境
影
響
評
価
に
関
す
る
事
項
で
市
役
所
玄
関
京
滋
バ
イ
パ
ス
コ

の
範
囲
を
超
え
な
い
こ
と
。
‐
ナ
ー
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

来
庁
な
ど
の
方
法
で
登
録
し
て
プ
、
テ
レ
ビ
、
ブ
ラ
ン
コ
、
鉄
棒

い
た
だ
き
ま
す
。
有
効
期
間
は
な
ど
。

登
録
の
日
か
ら
２
ヵ
月
間
。

ｙ
交
渉
…
市
か
ら
あ
っ
せ
ん
を
受

け
た
希
望
者
は
、
提
供
者
と
直

接
交
渉
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

結
果
が
成
立
か
不
成
立
か
を
市

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ｙ
申
込
み
先
…
商
工
観
光
課
消
費

生
活
係
（
電
話
2
2
局
3
1
4
1

番
内
線
２
６
４
）
ま
で
。
く
わ

し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
中
の
品
物

〈
譲
り
ま
す
〉
電
勤
の
こ
ぎ
り
、

熱
帯
魚
ケ
ー
ス
一
式
、
バ
イ
ク
、

食
器
棚
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン
ス
、
自

転
車
用
補
助
イ
ス
、
運
搬
用
一
輪

車
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
、
電
気
が
ま
、

一
輪
車
、
ポ
リ
浴
槽
一
式
．
口
内

洗
浄
器
、
空
気
入
れ
、
電
気
ス
ト

ー
ブ
、
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
〈
譲
つ

お
気
軽
に

消
費
生
活
相
談
を

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
、
訪
問
販

売
な
ど
で
困
っ
た
畳
・
は
消
費
生

活
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
毎

月
第
四
水
曜
日
に
は
、
専
門
の
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
時
間
…
午
前
1
0
時
！
午
後
４
時

マ
場
所
こ
・
市
役
所
商
工
観
光
課

（
電
話
2
2
局
3
1
4
1
番
内
線

２
６
４
）

ｉ
●
ｆ監

査
委
員
に

藤
村
力
さ
ん

て
く
だ
さ
い
〉
応
接
セ
。
ト
、
石
さ
る
六
月
二
十
七
日
に
開
か
れ

う
す
。
粉
び
き
う
す
。
卓
堅
に
、
た
宇
治
市
奨
至
（
月
定
例
会
で
。

つ
る
べ
と
滑
車
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
監
査
委
員
に
藤
村
力
（
つ
と
む
）

電
気
ピ
ア
ノ
、
カ
ラ
ー
図
鑑
、
婦
さ
ん
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
用
自
転
車
、
子
供
用
自
転
車
、
藤
村
さ
ん
は
、
広
野
町
西
裏
一

二
段
べ
。
ド
、
三
輪
車
、
ベ
ビ
ー
七
番
地
の
一
に
住
ま
わ
れ
、
大
正

ダ
ン
ス
、
プ
ロ
パ
ン
用
ガ
ス
レ
ン
八
年
十
一
月
生
ま
れ
の
六
十
一
歳
。

ジ
、
電
動
ミ
シ
ン
、
ス
チ
ー
ル
の
昭
和
四
十
九
年
、
伏
見
府
税
事
務

ロ
ッ
カ
ー
、
電
気
の
こ
ぎ
り
。
電
所
長
を
さ
い
ご
に
京
都
府
を
退
職

気
か
ん
な
、
蓄
音
機
、
7
8
回
転
レ
さ
れ
、
五
十
一
年
六
月
か
ら
宇
治

コ
ー
ド
、
発
電
機
、
水
上
げ
ポ
ン
市
監
査
委
員
。

一
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今
月
は
2
3
日
水
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子どもの命を守る運動を展開

事
故
心
な
い
楽
し
い
夏
休
み
に

す
る
た
め
、
七
月
一
日
か
ら
「
子

ど
も
の
い
の
ち
を
守
る
運
動
」
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
．

夏
休
み
は
．
ふ
だ
ん
と
違
っ
た

体
験
ｔ
昧
わ
え
る
時
期
で
す
が
、

半
面
．
交
通
事
故
や
水
難
事
故
が

増
え
、
非
行
の
目
立
つ
と
き
で
も

あ
り
ま
す
。

夏
休
み
を
楽
し
く
、
有
意
義
に

考
』
す
た
め
い
ま
一
度
、
家
族
ぐ

る
み
で
話
し
あ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

の
い
た
ま
し
い
水
難
事
故
が
あ
と

を
断
ち
ま
せ
ん
。

水
の
事
故
は
、
本
人
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
保
護
者
の
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
や
不
注
意
で
起
き
て
い

ま
す
。

子
ど
も
心
身
に
な
っ
て
親
は
常
に
子
ど
も
の
身
に
な
っ

て
、
危
険
を
見
抜
く
用
心
深
さ
が

毎
年
、
夏
休
み
に
は
、
子
ど
も

ほ
し
い
も
の
で
す
。

2
0
日
か
ら

夏
の
交
通
安
全
運
動交

通
安
全

ポ
ス
タ
ー
募
集

○
大
き
さ
は
四
切
で
す
。

〇
作
品
は
九
月
十
日
ま
で
に
交
通

労
政
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

入
選
作
品
は
、
秋
の
交
通
安
全

運
動
期
間
中
に
市
民
会
館
に
展
示

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
び
っ
子
横
丁

ち
び
つ
子
横
丁
は
、
夏
休
み
の

間
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
．
町

内
の
道
路
を
車
両
通
行
止
に
し
て

子
ど
も
た
ち
に
開
放
す
る
も
の
で

④
町
内
の
同
意
が
あ
る
こ
と
。

⑤
地
域
住
民
の
協
力
や
維
持
管
理

が
で
き
る
こ
と
。

（
交
通
労
政
課
）

こ
の
教
室
は
。
手
話
を
学
習
し
、

ろ
う
あ
者
と
自
由
に
話
し
合
え
る

輪
を
広
げ
る
た
め
に
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受

講
は
無
料
で
す
。

▼
と
苧
・
７
月
３
０
日
、
８
月
６
日
、

夏
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
②
使
っ
た
後
は
、
お
が
く
ず
な
ど

理
科
の
教
材
に
こ
ん
虫
を
飼
う
機
中
に
入
れ
た
も
の
は
取
り
除
き

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
レ
ン
ズ
付
日
陰
に
保
管
す
る
。

き
虫
か
ご
の
取
扱
い
に
つ
い
て
次
③
レ
ン
ズ
だ
け
取
り
は
ず
し
、
太

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
陽
光
線
を
集
光
さ
せ
る
な
ど
の

①
直
射
日
光
の
下
で
は
、
絶
対
に
遊
び
は
し
な
い
。

こ
ど
も
文
化
祭
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

1
3
日
、
2
0
日
、
2
7
日
、
９
月
４
日
、
今
年
も
£
ど
も
手
づ
く
り
文

1
0
日
、
1
7
日
、
2
4
日
、
1
0
月
１
日

で
午
後
７
時
～
８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
‘
・

宇
治
市
民
会
館
ｙ
内
容
…
実
技
の

ほ
か
に
、
ろ
う
あ
者
の
生
活
、
教

育
、
労
働
な
ど
に
つ
い
て
学
習

（
筆
記
用
具
持
参
の
こ
と
）
ｙ
申

込
み
・
：
障
害
福
祉
係
ま
で
（
電
話

で
も
可
）
。

（
福
祉
課
）

土
地
の
入
札

宇
治
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、

次
の
土
地
（
池
沼
）
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

▼
所
在
：
索
治
市
五
ヶ
庄
西
川
原

三
〇
の
一
四
ｙ
面
積
…
五
三
二
八

豆
二
平
方
メ
ー
ト
ル
▼
現
場
説

明
…
現
地
で
７
月
2
8
日
午
前
１
０
時

～
１
１
時
▼
入
札
・
：
市
役
所
三
階
大

会
議
室
で
、
８
月
１
日
午
後
Ｈ
時

▼
入
札
保
証
令
・
・
入
札
額
の
一
口
分

り
二
以
上
を
入
札
前
に
現
金
ま
た

は
小
切
手
で
納
め
る
こ
べ
な
お
、

化
？
が
夏
休
み
あ
け
の
９
月
2
3

日
に
行
わ
れ
ま
す
が
。
教
育
委
員

会
で
は
ぎ
ど
も
手
づ
く
り
文
化

祭
”
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
ま
す
。

▼
応
募
規
定
…
図
案
内
に
ご
ど

も
文
化
然
の
６
文
字
を
必
ず
使

用
す
る
こ
と
。
黒
イ
ン
ク
ま
た
は

墨
が
き
と
し
、
白
黒
二
色
仕
上
げ

七
百
円
▼
申
込
み
資
格
Ｌ
①
現
在

同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し
ょ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。
（
婚

姻
の
届
出
は
し
て
い
な
い
が
、
事

実
上
、
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

が
あ
る
場
合
や
、
婚
約
者
が
あ
る

握
む
含
む
）
②
公
営
住
宅
法
お

よ
び
市
営
住
宅
条
例
で
定
め
ら
れ

た
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と
。

第
１
種
・
・
・
月
額
五
万
軍
十
口
以
上
、

九
万
五
千
円
以
下
。
第
２
種
・
・
・
月

額
五
万
五
千
円
以
下
③
現
在
。
市

内
に
住
ん
で
い
て
、
住
宅
に
困
っ

て
ぃ
る
こ
ふ
零
巾
内
に
保
証
人
が

２
人
以
上
あ
る
こ
と
ｙ
申
込
み
＝

建
築
課
に
あ
る
申
込
用
紙
で
。
７

と
す
る
。
仕
上
り
寸
法
は
、
約
２
月
一
一
“
日
（
た
だ
し
ヽ
土
”
゛
日
午
麦

ｍ
Ｘ
２
ｍ
と
す
る
ｙ
応
募
資
格
・
：
と
日
９
日
を
除
く
）
ま
ｐ
こ
建
ｆ
ｆ
ｌ
ｆ

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
ｙ
応
募
課
住

丿

係
ま
で
゜
。
。

方
法
・
：
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
学
校
名
を
記
入

の
う
え
、
８
月
1
5
日
ま
で
に
社
会

教
育
課
ま
で
。

（
教
育
委
員
会
）

市
営
住
宅
の

あ
き
家
入
居
者

市
で
は
、
市
営
住
宅
に
あ
き
家

が
生
じ
た
場
合
の
入
居
予
定
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
に
Ｔ
第
１
種
住
宅
…
７

戸
。
第
２
種
住
宅
…
４
戸
▼
家
賃

＝
第
１
種
住
宅
・
：
日
額
九
千
九
百

円
～
一
万
四
百
円
。
第
２
種
住
宅

…
月
額
五
千
二
ｙ
日
五
十
円
～
八
千

（
建
築
課
）

市
内
の
文
学
碑
を

さ
が
し
て
い
ま
す

公
民
館
と
公
民
館
に
登
録
さ
れ

て
い
る
五
つ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、

来
年
二
月
に
「
宇
治
の
金
石
文
」
展

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
、
市
内
に
あ
る
文
学

碑
や
句
碑
を
は
じ
め
、
釣
鐘
な
ど

に
刻
ま
れ
た
文
字
な
ど
を
探
し
て

い
ま
す
。

ご
存
じ
の
人
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

宇
治
市
公
民
館
（
電
話
０
２
８
０

４
番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

公
民
館
）

んせまいとは派宗旨宗地墓園公のぎらすや

賢
釘
類

茄
6
1
1
1
:
：
-
o
-

’
よ
撒

１
管

－「
５割１はりＭ裂１民市治宇

゛
ノ
号
号

る
8
0
4

限
５
４

こ
3
6
3

S
第
第

聖
都
環

の
２
３

上
令
令

お
作

0
0
都
吻

’
｀
京

¨
゛
“
京
号

１
号
番

｀
詰

い
匹
皿

但
発
地

ぐ
開
墓

8
7
7

祉１
ｊ

み
3
3
7
4

込
庄
脚

し
ヶ

申
五
所

詰
″

合
宇
園

い
皿
霊

澗
京
治

｀
宇

社
場
園

屈慰寧
青
財

店
人
園

？
ｓ

警
ａ

販
財
姉

ｎ
乙

只
》

只
）

梅
雨
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
強

い
日
ぎ
し
の
十
三
日
…
…
市
民
の

み
な
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
黄
槃
公

園
と
西
宇
治
公
園
に
あ
る
市
営
プ

ー
ル
が
オ
ー
・
プ
ン
。

市
営
プ
ー
ル
で

泳
ご
う

こ
の
日
の
黄
槃
公
園
市
営
プ
ー

ル
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
多
勢
つ

め
か
け
。
終
日
歓
声
に
つ
つ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
毒
真
は
、
黄
槃

プ
ー
ル
で
泳
ぐ
子
ど
も
た
ち
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

ご
家
族
い
っ
し
ょ
に
キ
ャ
ン
プ

生
活
の
楽
し
さ
を
昧
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

貸
出
し
ま
す

子
ど
も
映
画

公
民
館
で
は
、
七
月
二
十
一
日

か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
間
、
子

ど
も
向
き
の
マ
ン
ガ
映
画
と
劇
映

画
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

貸
出
し
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

映
写
機
も
公
民
館
発
行
の
操
作
免

許
書
を
持
っ
て
い
る
人
に
貸
出
し

ま
す
。
申
込
み
は
公
民
館
（
電
話

０
２
８
０
４
番
）
ま
で
。

▼
７
月
回
心
日
・
リ
ス
の
パ

ナ
シ
ー
ジ
ヤ
ン
グ
ル
大
帝
・
虹
に

向
っ
て
・
長
ぐ
つ
父
さ
ん
ｙ
７
月

2
5
日
辺
Ｊ
］
・
鬼
か
く
れ
山
の
ソ

バ
の
花
・
コ
ン
太
と
森
の
仲
間
た

～
1
3
口
Ｉ
テ
レ
パ
ス
ク
マ
ー
ラ
・

火
事
と
子
馬
・
バ
ズ
ー
カ
先
生
と

子
ど
も
た
ち
・
サ
ー
カ
ス
つ
子
人

ち
ゃ
ん
ｙ
８
月
1
5
口
？
2
0
日
・
親

ゆ
び
姫
・
豆
象
武
勇
伝
・
鍾
乳
洞

▼
と
き
＝
・
８
月
９
日
出
午
前
1
0
時

ム
…
一
日
剛
午
後
４
時
ｙ
と
こ
ろ
…

く
つ
わ
池
自
然
公
園
（
宇
治
田
原

町
）
ｙ
対
象
…
市
内
在
住
の
家
族

（
子
ど
も
は
小
学
生
以
上
）
ｙ
参

加
費
・
・
・
お
と
な
二
千
円
、
子
ど
も

千
二
百
円
ｙ
内
容
・
：
ク
ラ
フ
ト
、

野
外
ゲ
ー
ム
、
星
座
の
話
と
観
測
、

自
然
観
察
な
ど
▼
申
込
み
・
：
参
加

費
を
添
え
て
公
民
館
ま
で
。
先
着

２
０
組
。
事
前
打
ち
介
わ
せ
を
８
Ｕ

４
日
午
後
７
時
か
ら
。
（
公
民
館
）

中
国
人
に
よ
る

中
国
語
講
座

宇
治
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、

友
好
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
中

国
語
講
座
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
・
：
８
月
５
‐
？
９
月
3
0

日
の
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
‐
で
、

午
後
７
時
ｊ
？
９
時
ｙ
と
こ
ろ
…

小
倉
幼
稚
園
ｙ
講
師
・
：
張
淑
珍
さ

ん
（
小
学
校
教
員
）
ｙ
受
講
料
…

五
千
円
ｙ
申
込
み
…
・
宇
治
幼
稚
園

（
電
話
＠
0
8
2
1
）
か
、
社
会

教
育
課
ま
で
。

く
ら
し
の
資
金

夏
期
貸
付

不
況
の
続
く
昨
今
、
宇
治
市
社

会
福
祉
協
焚
ぞ
は
、
生
活
に
お

困
り
の
人
に
、
「
く
ら
し
の
資
ま

夏
期
貸
付
を
行
い
ま
す
。

貸
付
金
額
は
1
0
万
円
以
内
（
夏

期
・
年
末
あ
わ
せ
て
）
で
、
貸
付

条
件
は
、
無
利
子
・
無
担
保
・
４

ヵ
Ｈ
す
え
置
き
の
の
ち
、
2
0
ヵ
Ｈ

の
Ｈ
賦
返
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
も
よ
り
の
民

生
委
員
を
通
じ
て
、
7
H
2
5
日
②

か
ら
８
月
５
臼
脚
ま
で
に
、
住
民

票
の
写
し
を
添
え
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
社
協
に
そ

な
え
て
い
ま
す
。

貸
付
‐
は
、
８
‥
1
1
1
日
２
で
＼
"

（
社
会
福
祉
協
僥
こ

市
民
の
手
話
教
室

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
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